
浪速区見守り相談室  

地域の身近な存在

問合
6636-6027

見守り相談室（浪速区社会福祉協議会）

「浪速区見守り相談室」の3名にインタビューをしました!

　日頃の見守り活動や地域のつなが
りづくりのため、浪速区社会福祉協議
会の中に「見守り相談室」が設置され
ています。「見守り相談室」では、福祉
の専門家が、多種多様なお困り事の
相談に応じて、地域や制度につな げ
るパイプの役割を担っています。  

「見守り相談室」のお仕事について 
Ｑ. 「見守り相談室」では普段どのような仕事をしていますか？ 
　　　　要援護者名簿の作成・整理」、「孤立世帯など
への専門的対応」、「認知症の高齢者などの行方不明時
の早期発見」という3つの役割を担っています。
　見守り相談室では日ごろから地域福祉サポーター※や
関係機関などと連携し、地域社会で孤立している方や複
合的な課題を抱えた方への訪問や相談支援を行ってい
ます。また、地域とともに「地域見守り会議」を開催し、見
守りネットワークづくりを進めてます。
Ｑ．認知症高齢者の方が行方不明になった時、「見守り相
談室」ではどのような対応をしていますか？
　　　　  協力者（介護事業所や民生委員児童委員等）
に行方不明時のメール配信を行っています。警察から保
護の問い合わせがあった際は、家族や介護事業所に連
絡を行い、少しでも早い発見につなげるように対応して
います。

Ｑ. 支援につながっていない方をサービスにつないだ
事例はありますか？ 
　　　　見守りの要援護者登録で同意訪問をした時
に、介護保険などのサービスにつながっていない方がい
ました。入院中に介護認定申請をしていたものの、退院
して家に帰り、その後サービス利用をしていなかった方が
いたので、サービスを申込み、地域につなげることができ
たという事例がありました。 
　　　　 水道局から未払いが続いていると連絡があ
り、ご自宅を訪問したところ、困りごとを相談していただ
き、生活保護の申請をすることになりました。新しい生活
が始まり、病院の受診や障がい福祉サービスにつながっ
たという事例がありました。 
　　　　 他にも、介護サービスを利用していない方が

「単身で不安」と相談に来られ、長期間見守りをしまし
た。その結果、介護サービスにつながりました。つないで
終わりではなく、つながってからも見守ることが大事だと
思っています。 
やりがいと難しさについて 
Ｑ. やりがいを感じる部分があればお聞かせください。 
　　　　 過去に地域活動への参加支援を行った方が
今も引き続き活動に参加されて、楽しそうにされている
様子を見かけるとやりがいを感じます。 
　　　　帰りがけに「来てもらってよかったわ」と言って
いただくことがあり、そのような時にやりがいを感じます。 

Ｑ. 難しいと感じる部分についてはいかがですか。 
　　　　 ご本人が不便さや生きづらさを感じていな
い場合に、どこまで手を伸ばしたらよいか悩むことがあ
ります。 

仕事をする上で大切にしていること 
Ｑ. 仕事をするうえで大切にしていることはありますか？ 
　　　　 ご本人の気持ちに寄り添って考えることが1番
大事なことだと思っています。 
　　　　 相談に来られた方の訴えだけでなく、全体的
な背景にあるものが何かを聞きとるようにし、解決すべき
課題が何かを意識しながらお話を聞くようにしています。 

今後の活動について 
Ｑ. 最後にひとことずつお願いします！ 
　　　　 地域の方と協力しながら、見守り活動やネットワーク
づくりができればと思います。悩み事を話すだけで楽になることも
あります。ささいなことでも大丈夫なので声をかけてください。 
　　　　 悩みごとや困りごとは人それぞれです。相談し
たいなと思ったらご連絡ください。「見守り相談室」の名
前のとおり、地域の皆さまから何とかしてくれると思って
いただけるような存在になりたいです。 
　　　　 「見守り相談室」として、地域住民の皆さまの協
力のもと、見守り体制を構築していきたいと思います。 

（左から）田中さん、東野さん、三木さん

「浪速区見守り相談室」の役割とは？ 
①要援護者名簿の作成・整理 
　地域における日頃の見守り活動や災害時の安否確認・避
難支援の際に活用するため要援護者名簿※を作成していま
す。作成された要援護者名簿は、見守り活動を行う地域団体
や行政機関に提供され、日頃の見守り活動や災害時に活用
されます。 

②孤立世帯などへの専門的対応 
　複合的な課題を抱える世帯、支援の必要性が高い世帯に対して福祉の専門職
員が粘り強く「アウトリーチ」※を行います。本人との信頼関係を築きながら必要
なサービスや関係機関、地域の見守り活動にもつないでいきます。

③認知症の高齢者などの行方不明時の早期発見 
　事前に登録した認知症の高齢者などが行方不明になった場合に、
氏名や特徴などの情報をメールで「協力者（地域団体や民間事業

者など）」に配信し、行
方不明者の早期発見、
保護へとつなぎます。 

※「要援護者名簿」とは、行政が保有する要援護者情報をもとに、対象者に郵送・
　訪問による同意確認を行い、同意された方の情報をまとめたものです。

※「アウトリーチ」とは本人から要請がない場合でも職員が積極的に出向いていく援助のこと
　を言います。

要援護者の対象となる方

高齢者
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●要介護3以上、もしくは要介護2以下で 
認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上

難病患者
●人工呼吸器装着等の医療機器などへ

の依存が高い方

●身体障がい者1・2級 ●知的障がい者A
●精神障がい者1級
●視覚障がい・聴覚障がい者3・4級
●音声・言語機能障がい者3級
●肢体不自由者3級
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を紹介します！

行方不明
発生

身体的特徴など写
真

日時 2月28日（土） 10時～12時
セガミ薬局日本橋店（日本橋東3-8-13） 場所

もの忘れ出張
相談会を開催します 6636-6071

問合 浪速区オレンジチーム（浪速区社会福祉協議会内）
※月～土：9時～17時30分（日・祝・年末年始除く）

ぜひお気軽に
お立ち寄りください。

※地域福祉サポーターって？　地域の見守り活動（訪問や電話など）、日頃のちょっとした相談にのるな
ど、区内10か所で地域の方々のつながりづくりをお手伝いする活動をしています。 詳しくはこちら➡

無 料 申込不要

今月号は、
を紹介します！ 新世界にある名物商店街だよ。
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